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日
本
共
産
党
船
橋
市
委
員
会
・
雇
用
と
く
ら
し
相
談
室
長

坂井ようすけ
高根台7-14-4-1
404-2039

日
本
共
産
党
船
橋
市
委
員
会
・
子
ど
も
を
守
る
対
策
室
長
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 ２月 17 日 ( 火 )
 ３月 18 日 ( 水 )
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☎ 047(436)3030

要
予
約

午後１時
　   ～４時

3,497
823と　き

ところ
主催・
連絡先

　

第
4
回
定
例
議
会
（
11
月
19
日
～
12
月
19
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
日

本
共
産
党
は
国
民
監
視
体
制
に
な
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
実
施
の
た
め
の
費
用
が
計
上
さ
れ
た

補
正
予
算
等
に
反
対
し
、
休
日
急
患
・
特
殊
歯

科
診
療
所
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
の
条
例
案

等
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
船
橋
市
で
は
、
全
国
の
ワ
ー
ス
ト
9
位

と
な
っ
て
い
る
保
育
園
待
機
児
問
題
や
、
高
す

ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
を

12月議会

暮
ら
し
を
守
る
市
長
の
姿
勢
が
問
わ
れ
た
議
会

財
源
は
あ
る
の
に
発
揮
さ
れ
な
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

守
る
課
題
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
が
計
画
さ
れ
高
齢

者
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
調
整
基
金
残
高
が
2
6
1
億
に
達
す
る

ほ
ど
財
源
は
あ
り
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
発
揮

さ
れ
な
い
ま
ま
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
議
会
、
過
去
に
本
議
会
が
可
決
し

た
従
軍
慰
安
婦
問
題
解
決
の
意
見
書
の
撤
回
を

求
め
る
陳
情
が
多
数
で
採
択
さ
れ
、
歴
史
を
偽

る
新
た
な
意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
、
日
本
共
産
党
船

橋
市
議
団
は
、
今
年
度
の
市
政

要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
い
て

作
成
し
た
「
2
0
1
5
年
度
予

算
要
望
書
」
を
松
戸
徹
市
長
に

提
出
し
、
要
望
実
現
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答

数
1
3
6
0
通
）
の
、

（
1
）
「
暮
ら
し
に
つ
い

て
」
、
（
2
）
「
優
先
し

て
実
施
を
望
む
政
策
」

は
、
別
表
の
通
り
で
す
。

　

「
4
月
の
消
費
税
の

増
税
で
さ
ら
に
暮
ら
し

が
厳
し
く
な
っ
た
」「
少

な
い
年
金
か
ら
保
険
料

や
住
民
税
が
引
か
れ
負

担
感
が
大
き
い
」
「
子

育
て
し
な
が
ら
働
き
続

け
た
い
が
保
育
園
に
入

れ
な
い
」
な
ど
切
実
な

声
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ

市
長
に
予
算
要
望
書
提
出

て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
市
の
財
政
を
国
保
料

な
ど
の
引
き
下
げ
、
認
可
保
育

所
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
設
に
あ
て
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

　

今
議
会
に
、
2
0
0
9
年
12

月
の
船
橋
市
議
会
で
可
決
し

た
、『
河
野
談
話
』
に
基
づ
く
「
従

軍
慰
安
婦
問
題
解
決
に
関
す
る

意
見
書
」
の
撤
回
を
求
め
た
6

本
の
陳
情
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
昨
年
8
月
に
朝
日

新
聞
が
従
軍
慰
安
婦
報
道
を
誤

報
と
認
め
取
り
消
し
た
の
で
、

そ
の
「
意
見
書
」
は
根
拠
が
な

く
な
っ
た
と
し
て
撤
回
を
求
め

た
も
の
で
す
。

　

し

か

し

こ

の

「
意
見
書
」
の
も

と
と
な
っ
て
い
る

の
は
『
河
野
談
話
』

で
あ
り
、
朝
日
新

聞
誤
報
の
吉
田
証

言
は
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、

各
国
の
元
日
本
軍

「

慰

安

婦

」

が
、

過
去
の
日
本
軍
慰
安
婦
問
題
解
決
の
意
見
書
が
撤
回
さ
れ
る

歴
史
を
偽
造
す
る
動
き
は
許
さ
れ
な
い

日
本
政
府
に
謝
罪
と
賠
償
を
求

め
た
8
つ
の
裁
判
で
も
、
日
本

の
裁
判
所
は
被
害
者
が
意
に
反

し
強
制
的
に
慰
安
婦
に
さ
れ
、

日
本
軍
の
性
奴
隷
に
さ
れ
た
事

実
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
「
意
見
書
」
の
撤
回
の
理

由
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
、
公
明
党
、
市

民
社
会
ネ
ッ
ト
等
が
反
対
し
ま

し
た
が
、
こ
の
陳
情
は
、
多
数

で
採
択
さ
れ
、
「
河
野
談
話
が

ず
さ
ん
な
調
査
で
あ
っ
た
」「
強

制
連
行
の
事
実
は
無
か
っ
た
」

と
歴
史
を
偽
る
意
見
書
が
新
た

に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

侵
略
戦
争
と
日
本
軍
慰
安
婦

と
い
う
日
本
の
政
府
が
犯
し
た

過
去
の
過
ち
に
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
こ
そ
、
誤
り
を
繰
り
返

さ
な
い
平
和
な
未
来
を
築
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
総
選
挙
で
は
、
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
3

議
席
。
全
国
で
21
議
席
へ
と
躍
進
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
議
案
提
案
権
を
使
い
「
政
党
助

成
金
廃
止
法
案
」
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

私
は
、
農
林
水
産
委
員
会
に
所
属
が
決
ま
り
、

17
あ
る
委
員
会
す
べ
て
に
委
員
を
出
す
こ
と
も
で

き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
皆
様
の
声
を
届
け
る
た
め

頑
張
る
決
意
で
す
。

　

戦
後
70
年
の
今
年
、
安
倍
政
権
の
戦
争
へ
の
策

動
を
許
さ
ず
、
憲
法
9
条
を
守
る
共
同
を
広
げ
る

歴
史
的
な
年
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

衆 

議 

院 

議 

員　

  　

斉 

藤　

和 

子

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
か
ら

■優先的に実施してほしい政策（22項目から５つ選択）■暮らしについて、去年と
　比較してきびしくなって
　いると感じますか

きびしくなった
と感じる
66.7%（55%）

かわらない
21.9%（38%）

無回答
 8.5%

よくなったと
感じる
2.9%（4%）

（ 　）は人数、
全体は1276人

（　）内は昨年の数字

さ
い
と
う




